
第
三
〇
回

第
三
〇
回

　
　
　
町
展
作
品
募
集

　
　
　
町
展
作
品
募
集

第
三
〇
回

　
　
　
町
展
作
品
募
集

山
桃
忌
奉
賛

山
桃
忌
奉
賛

第
二
七
回
短
歌
祭
作
品
募
集

第
二
七
回
短
歌
祭
作
品
募
集

山
桃
忌
奉
賛

第
二
七
回
短
歌
祭
作
品
募
集

　
第
三
〇
回
福
崎
町
美
術
展
︵
公
募
展
︶

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
応
募
を
心
よ
り
お
ま
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
会
期
　
五
月
十
八
日
︵
金
︶
〜

　
　
　
　
五
月
二
十
日
︵
日
︶

◆
会
場
　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル

◆
部
門
　
日
本
画
・
洋
画
・
書
・
写
真

　
　
　
　
彫
塑
工
芸

　
応
募
は
一
部
門
一
人
一
点
、
未
発
表
の

作
品
に
限
る

◆
作
品
搬
入

　
　
五
月
十
二
日
︵
土
︶

　
　
　
　
　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◆
審
査
員

　
　
日
本
画
　
　
　
　
雲
丹
亀
利
彦

　
　
洋
　
画
　
　
　
　
坪
田
　
政
彦

　
　
　
書
　
　
　
　
　
大
槻
　
芳
岳

　
　
写
　
真
　
　
　
　
土
田
智
代
子

　
　
彫
塑
・
工
芸
　
　
水
田
　
文
夫

　
柳
田
國
男
先
生
と
井
上
通
泰
先
生
の
命

日
に
ち
な
み
、
両
先
生
を
偲
ぶ
会
と
し
て
、

毎
年
八
月
に
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館館

に
よ
り
山
桃
忌
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
短
歌
祭
は
文
化
協
会
と
福
崎
短
歌
会
に
会
ににに

よ
り
、
山
桃
忌
当
日
行
っ
て
い
ま
す
。
すす
。

　
本
年
の
短
歌
祭
は
、
左
記
の
要
領
で
作作

要

で
作
で
作
で
作作作

の
要
領
で

要要要

でで

の
要
領
で

要要要

でで

ののの
要
領
で

要
領
で

要

でで

要要要要
領
で

要要要要

品
募
集
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
記

日　

時
　
八
月
五
日
︵
日
︶
日
︵
日
︶
日日
︶
日
︵︵
日
︶
日
︶
日日日日日
︶
日日日日

場　

所
　
福
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ーー

ン
タタ
ー
タ
ーー

主　

催
　
福
崎
町
文
化
協
会
・
福
崎
短
歌
会

崎
短
歌

福
崎
福

作　

品
　
未
発
表
の
も
の
・
一
人
二
首
以
内

二

応
募
料
　
一
首
に
つ
き
五
百
円

要　

領
　
原
稿
用
紙
に
楷
書
で
縦
書
き

宛　

先
　
福
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
文
化
協
会
事
務
局
　
宛

締　

切
　
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日︵
土
︶

賞　
　

　
通
泰
賞
・
町
長
賞
・
議
長
賞
　

　
　
　
　
教
育
委
員
会
賞
・
顕
彰
会
賞

　
　
　
　
文
化
協
会
賞
・
商
工
会
賞

　
　
　
　
Ｊ
Ａ
兵
庫
西
賞
・
神
戸
新
聞
社

　
　
　
　
賞
の
各
賞
と
佳
作
数
点

選　

者
　
楠
　
田
　
立
　
身
　
先
生

　
　
　
　︵
兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
代
表
︶

柳
田
國
男
五
〇
年
祭
が

　
　
　
　
　
　

行
わ
れ
ま
し
た

　
平
成
二
十
三
年
八
月
六
日
︵
土
︶・
七
日

︵
日
︶
の
二
日
間
、
福
崎
町
で
は
柳
田
國
男

五
〇
年
祭
と
し
て
第
三
二
回
山
桃
忌
や
記

念
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
夕
食
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
柳
田
國
男
生
家
の
あ
る
辻
川
界

隈
で
は
、
民
俗
辻
広
場
ま
つ
り
や
地
元
区

の
祭
り
と
し
て
民
俗
学
の
夕
べ
が
鈴
の
森

神
社
で
あ
り
、
夜
ま
で
賑
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
限
り
の
も
よ
お
し
と
し

て
は
、
生
家
や
歴
史
民
俗
資
料
館
︵
旧
神

崎
郡
役
所
︶
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
資
料
館

で
は
れ
き
み
ん
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
、

普
段
味
わ
う
こ
と
の
な
い
雰
囲
気
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 表

紙

の

写

真

表

紙

の

写

真

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協

力
に
よ
り
、第
二
八
号
を
発

刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
玉
稿
を
お
願
い
し
ま
し

た
皆
様
方
に
は
大
変
お
忙

し
い
中
を
、快
く
執
筆
、ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
し
て
、本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
皆
様
方
に
は
、心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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